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新年挨拶　
平成26年度　納税表彰式
平成27年度　税制改正提言訪問
税制改正に関する提言要約
特集　税を考える週間報告
第31回　法人会全国大会
第28回　全国青年のつどい
第２回　大運動会報告
支部・部会・委員会活動報告
ガンバル若手経営者（その29）　
　入月裕樹さん　入月建設株式会社 
ベテランの経営哲学（その29）
　中野信一さん　有限会社　ナヒロ
リレーエッセイ（第101走者）
　松江勇武さん　株式会社　武蔵野映画社　
まちかど情報局
税務署からのお知らせ
税務よくある相談（その72）
１・２月の行事予定
東京税理士会武蔵野支部　賀詞
法人会役員　賀詞
賀詞広告
索引
企業PR　相談室
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※この冊子を発行している法人会は下記のような方針で活動しています。

法人会はよき経営者を目指すものの団体として、
「会員の積極的な自己啓発を支援」し、「納税意識の
向上」と「地域社会の健全な発展」に貢献します。

武蔵野法人会ホームページ
http://www.tohoren.or.jp/musashino/

■今月の表紙  雪景（貫井神社）
　　　　　 　（写真提供：小金井市観光協会）
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新年おめでとうございます。昨年は４月の消費税増税に始まり、10 月末
の「日銀、国債追加の金融緩和」、さらに結果の見えている「解散総選挙」
と、正に地震大国 JAPAN は大いに揺さぶられ、国民は唖然としている
間に年が明けました。臥薪嘗胆の時は去り、今年は国やメディアに左右
されない「個」の動きを確保し、その集合組織である我々法人会が、先
陣を切って突き進まん心意気を示す時期であると確信します。企業は常
に起業！本年もよろしくお願いします。 中野信一

今月の副会長のひとこと

小金井市の四季の風景や市内観光地、お祭りなど市内行事を撮影し
た作品が競いあう「小金井の四季の観光写真コンクール」。「雪景（貫
井神社）」（大嶋進さん撮影）は、第60回入賞作品のトップにあたる
「推薦」に選ばれた作品です。横長の写真ですが表紙では一部分に
なっています。

January・ February 2015

   月号  1・2

当会HPからのメールアドレス登録に
ご協力をお願いいたします。

ＨＰのサービスリンクの「お役立ち情報」を
ご活用ください。

厚生委員会からお知らせ
「会員優待サービス」提供事業所を大募集！
会員の皆様へのサービス向上と地域の活性化を目的に、
「会員優待サービス」をご提供いただける事業所を募集い
たします。お得なサービスを利用できる会員と、サービスを
提供することで集客につながる会員の、双方がメリットを得
られます。ぜひ、事業所登録にご協力ください。詳細はＨＰ
のサービスリンク「募集・お願い」に掲載されています（平成
27年4月実施予定です）。

お問い合わせ、お申し込みは法人会事務局へお願いします。

厚生委員会主催「健康セミナー」
日　時：平成27年２月19日（木）17：00～18：30
場　所：武蔵野法人会館　大会議室
演　題：「最先端医療の現状～ここまで進んだガン治療」
講　師：松井宏夫氏（医学ジャーナリスト）
参加費：無料
定　員：60名
申込み：後日、会員の皆様にお知らせします。

ともに「よき経営者」をめざしませんか！？
公益社団法人 武蔵野法人会

入会のご案内
◆入会金は不要です。会費は月額800円（資本金100万円以下の
正会員）から、資本金額により算定いたします。賛助会員も受
け付けております。詳細はホームページをご覧ください。
◆ご不明の点については、法人会事務局までお気軽にお問い合わ
せください。
◆会の趣旨にご賛同いただき、ご入会ご希望の方は左記に
ご記入のうえ、FAXにて事務局までお送り願います。
　公益社団法人　武蔵野法人会
　　〒180-0006　武蔵野市中町２-11-13　三鷹ビル３F
　　TEL：０４２２－５１－１４４１　  FAX：０４２２－５５－５５４４

公益社団法人

武蔵野法人会
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笑顔で終了しました！！
ご参加、ご協力ありがとうございました。

協賛いただいた企業の皆様は下記の通りです。法人名（五十音順・敬称略）　
運動会関連記事は13ページをご覧ください。

■協賛金
有限会社Ｒ＆Ｍ’ カシマ

株式会社アイコム

株式会社アットホーム

株式会社安藤商事

株式会社五十嵐工業所

株式会社石黒工務店

株式会社エスアンドシー

株式会社オール設計

有限会社開明塾

清本建設株式会社

有限会社クレアールオフィス

株式会社劇団め組

コメット電機株式会社

有限会社小山設計事務所

佐々木運輸株式会社

株式会社サンバレー

有限会社製品デザイン研究所

大栄製菓株式会社

大同生命保険株式会社

竹内運輸工業株式会社

多摩信用金庫

つくば家石材株式会社

税理士法人東京さくら会計事務所

有限会社ナヒロ

日本郵便株式会社郵便局

株式会社日高ネオン

平山モータース株式会社

株式会社フジパレス

株式会社文伸

株式会社マルシン

みすゞ建設株式会社

三鷹上連雀郵便局

株式会社三鷹金属化工所

株式会社三鷹冷暖房

三菱東京ＵＦＪ銀行　吉祥寺支店

株式会社武蔵境自動車教習所

武蔵野硝子株式会社

医療法人社団陽和会　にしくぼ診療所

横河電機株式会社

株式会社ライフデザイン

有限会社リトルキャットエキスプレス

株式会社リベスト

有限会社ワイズパートナー

■協賛品
アメリカンファミリー生命保険会社

株式会社伊藤園

ＡＩＵ損害保険株式会社

吉祥寺第一ホテル

吉祥寺東急イン

森永製菓株式会社

湯本富士屋ホテル

株式会社楽膳

株式会社共進プロセス

ジャパンビバレッジ　　　　　　　　　　　

株式会社文伸

株式会社ＢＯＮＦＩＭ

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社

INFORMATION

笑笑笑
ご参加 ご協

第２回  大
運動会

私
た
ち

武
蔵
野
法
人
会
は

よ
き
経
営
者
を

め
ざ
す
も
の
の

団
体
と
し
て

会
員
の

積
極
的
な

自
己
啓
発
を

支
援
し

納
税
意
識
の

向
上
と

企
業
経
営
お
よ
び

社
会
の

健
全
な
発
展
に

貢
献
し
ま
す
。

めざします。企業の繁栄と社会への貢献！

入  会  申  込  書 公益社団法人  武蔵野法人会　御中 FAX 送信用
法人会の趣旨に賛同し、入会致します。
フリガナ

フリガナ

会社名
Ｅメール

紹介者 支部 氏名
所在地

ＴＥＬ ＦＡＸ

万円 決算月 月

従業員 人

代表者 ㊞

資本金

業　種

当会はこの「個人情報」を本会の事業活動のために使用し、それ以外の
目的で利用することは一切ございません。

正会員の方は入会後、広報誌にてご紹介致します。（社名、代表者等）

下記のいずれかに、レ印をしてください。

正会員で入会 賛助会員で入会

平成　　　年　　　月　　　日
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新年の挨拶

　新しい年を迎え、皆様方におかれましては穏やかな正月をお迎えのこととお慶び申し上げます。旧年中は会員

各位のご理解とご支援のもと、様々な事業を実施することができました。会員の皆々様、そして先頭に立って各

事業を推進された役員の皆々様に、心より御礼申し上げます。

　昨年は、暮れも押し迫った時期によもやの衆議院議員総選挙が行われ、与党が圧倒的な勝利をおさめました。

その結果、安倍政権が続くことになり、その是非は別として、ひと頃のように1年もしないうちに総理大臣が次か

ら次へと代わり、諸外国からも足下を見透かされその存在感が希薄になっていたことを思えば、取り敢えずは安

定した政権が続くことになりました。争点となった“アベノミクス”は選挙結果から言えば、信任されたことになりま

すが、我々中小企業にはまだ手放しで信任できるほどの手応え、実感がないのが実情です。

　そのような中で、昨年は健康ウオーク＆ＢＢＱ、対外広報活動（得々寄席、街頭ティッシュ配り）等の新しい事

業に取り組んだほか、２年ぶりに行った大運動会、年々拡充してきている租税教育、税に関する絵葉書コンクー

ル、そして各支部・部会主催の多彩な事業等々、確実に実施してまいりました。

　さらには、一昨年来よりの懸案事項であった組織体制の見直しに目途が立ち、平成２７年度は従来の７委員

会が５委員会に統合、２支部であった三鷹地区が４支部に細分化、５部会が２つの部会（青年部会・女性部会）

と３つの専門部会（業種部会）に分かれるといったように、大きな組織体制の変更が行われます。

　“地域の元気印”をめざし、武蔵野税務署並びに税務行政関係諸団体様のご協力を得ながら“公益社団法

人”の名に恥じぬよう、そしてそのことが会員の皆様の誇りとなるよう、様 な々事業を展開してまいります。

　昨年の世相を表わした漢字は「税」でした。総選挙の争点も消費税でした。昨今は消費税を始め、相続税

の改正、法人税の実効税率引き下げ、マイナンバー制度の導入等々、税のことがよく話題になっておりますが、

“国の形を作るのは税”です。“税”を事業の中心に据えながら、今年も会員企業の発展、地域の活性化につな

がる事業を展開していきたいと考えております。

引き続き、「連帯・挑戦・貢献」の合言葉のも

と、会員の皆様に必要とされる存在となるよう、

役員一同取り組んでまいります。会員の皆様に

は旧に倍するご支援、ご協力を切にお願い申し

上げます。この１年が皆様にとりまして、よい年

でありますことを心からお祈り申し上げます。

組織体制を見直し、
多彩な事業で地域を活性化したい

武蔵野法人会  会長　竹内政司
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新年の挨拶

税に関する取り組みに感謝、これからも協力体制を

　新年明けましておめでとうございます。
　平成27年の年頭に当たり、公益社団法人武蔵野法人会の会員の皆様に謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　竹内会長をはじめ役員並びに会員の皆様方には、平素から税務行政全般わたり深いご理解と多大なご協力を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　貴会におかれましては、各種講演会・研修会の開催に加え、地域イベント会場において、税に関する様 な々啓蒙活動に
熱心に取り組んでいただきました。また、昨年10月には、目玉事業の1つであった第２回大運動会も開催され、快晴の中、
700人を超える方が参加されました。まさに、「めざせ！地域社会の元気印」のとおり、武蔵野・三鷹・小金井地域の活性化
にも貢献されました。皆様方の篤い志に対しまして、心より敬意を表する次第です。
　さて、本年10月に予定されていた消費税率８％から10％への引き上げの時期なども改めて検討されておりますが、国税庁
では引き続き、改正消費税の円滑な実施を図るため、改正内容の広報・相談・指導を適切かつ丁寧に行ってまいります。
また、本年10月から社会保障・税番号制度における個人番号・法人番号の通知が予定されており、平成28年１月から順
次、確定申告書、法定調書等の税務関係書類に個人番号・法人番号の記載が必要となります。これらの各種施策を推進
していくためには、私ども税務当局の努力はもちろんでありますが、武蔵野法人会の皆様の御支援が不可欠と考えております
ので、周知活動に御協力いただきたいと思います。
　ところで、間もなく平成27年分の確定申告の時期を迎えます。本年から確定申告書作成会場がプレハブ会場から本館１
階に変更となっております。また、確定申告期間中の日曜日（２月22日及び３月１日)に開庁して、申告書用紙の配布、申告
相談及び申告書の受付(納付や納税証明の発行はできません）を実施します。作成会場等の広報につきましても重ねてお願
い申し上げます。
　結びに当たりまして、この平成27年が武蔵野法人会にとりまして、更なる発展の年となりますよう、そして、会員皆様方の
ご健勝と事業の益々のご繁栄を心より祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

武蔵野税務署長　南　典明

新年の挨拶

活発な情報交換のもとで、より良い関係を！！

　新年明けましておめでとうございます。
　竹内会長を始めと致します武蔵野法人会の役員並びに会員の皆様方には素晴らしい新春の幕開けだった事と深くお慶び
を申し上げます。同時に、平素より大変お世話になっていること、この場をお借り致しまして厚く御礼を申し上げます。
　さて、貴会に於かれましては、就任第二期目真只中のそれこそ “元気印” 竹内会長のリーダー・シップのもと、数々の新し
い試みが実践されており、その実績は目を見張るものが有ります。
　貴会の活動は、「企業の繁栄と社会への貢献」を大きなキャッチ・フレーズとし、「よき経営者を目指すものの団体」としての
活動を更に活発化させる為、竹内会長が就任された時から掲げられている「連帯・挑戦・貢献」という熱き思いのスローガ
ンの旗振りのもと好循環しており、とても輝いて映っております。
　公益社団法人化して4年目となりますが、貴会の活動は、財務も含め透明性や健全性が保たれており、地域に透け込ん
だすこぶる開かれた団体であると確信出来ます。
　我々、東京税理士会武蔵野支部も、そんな素晴らしい貴会とのより良い関係を継続していきたく、「決算法人説明会」等
への講師派遣、更には、広報誌「ほうじんむさしの」の「税務相談Q&A」等への原稿提供他、協力は惜しみなく行っていく
所存でございます。今後も、武蔵野法人会と東京税理士会武蔵野支部との活発な情報交換のもと密接な関係を保っていき
たいと念じております。現在、そしてこれから先の未来、税体系は勿論、社会全体の構造が益々変化していくものと考えら
れます。まだまだ混沌とした世の中が続きそうですが、そんな時こそ、社会生活の原点である人と人との関わり、そして地域
との新しいコミュニティーの創出が必要なのではないかと考えます。
　「平成２７年」も明るく元気に過ごしていく為に、今一歩踏み出して頑張っていきたいものです。
　皆様方にとって、今年も素晴らしい一年になる様にご祈念を致しまして新年のご挨拶とさせて頂きます。

東京税理士会武蔵野支部　支部長　里村　淳
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（
常
任
理
事
・
厚
生
委
員
長
）

  　

 

石　

黒　

秀　

男  

氏

　
　
　
（
常
任
理
事
・
小
金
井
南
支
部
長
）

　
■
武
蔵
野
税
務
署
長
感
謝
状
受
賞
者

　
　

木　

村　

和　

史  

氏

　
　
　
（
常
任
理
事
・
武
蔵
野
西
支
部
長
）

　
　

倉　

田　

征　

子  

氏

　
　
　
（
常
任
理
事
・
女
性
部
会
長
）

　
　

窪　

田　

直　

隆  

氏

　
　
　
（
理
事
・
三
鷹
西
副
支
部
長
兼
組
織
副
委
員
長
）

都
税
事
務
所
長
表
彰

　

11
月
20
日（
木
）ザ
・
ク

レ
ス
ト
ホ
テ
ル
立
川
に
お
い
て
、

「
平
成
26
年
度
税
務
功
労
者

立
川
都
税
事
務
所
長
感
謝

状
贈
呈
式
」が
行
わ
れ
、
当

会
か
ら
常
任
理
事
の
石
黒
秀

男
氏
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

石
黒
秀
男
常
任
理
事
は
、
平
成
13
年
に
理
事
・
小
金
井
西
副
支
部

長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
17
年
に
は
理
事
・
小
金
井
西
支
部
長
と
な
り
、

平
成
19
年
よ
り
常
任
理
事
・
小
金
井
南
支
部
長
と
し
て
、
以
後
一
貫

し
て
小
金
井
地
区
の
支
部
活
動
の
中
心
的
な
人
物
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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法
人
会
の
中
核
事
業
の
一
つ
で
あ
る
27
年
度
の
『
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
』に
つ
い
て
、今
年
も
11
月
に
竹
内
会
長
、信
山
、

荒
井
、
中
野
の
各
市
担
当
副
会
長
及
び
清
水
税
制
委
員
長
、
中

島
事
務
局
長
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
３
市
の
市
長
、
議
長
に
対

し
提
言
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
ま
だ
道
半
ば
。
国
・
地
方
と
も
聖
域
な
き
行
財
政
改
革
の
推

進
を
！　

●
厳
し
い
経
営
実
態
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る

税
制
を
！

●
法
人
の
実
効
税
率
を
20
％
台
に
引
き
下
げ
、
軽
減
税
率
も

15
％
の
本
則
化
と
す
る
見
直
し
を
！

●
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
を
確
立
し
、
地
域
経
済
を
支
え
る

中
小
企
業
に
配
慮
を
！

武蔵野市への提言　2014年11月27日

小金井市への提言　2014年11月27日

　

11
月
26
日
（
水
）
に
三
鷹
市
の
清
原
慶
子
市
長
、
伊
藤
俊
明
市
議
会
議
長
を
皮
切

り
に
、
翌
27
日
（
木
）
に
は
小
金
井
市
の
稲
葉
孝
彦
市
長
、
篠
原
ひ
ろ
し
議
長
、
武

蔵
野
市
の
邑
上
守
正
市
長
、
与
座
武
議
長
と
そ
れ
ぞ
れ
面
会
し
、
全
法
連
よ
り
各
単

位
会
に
配
ら
れ
た
「
平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
書
に
基
づ
き
、
主
な

改
正
提
言
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
消
費
税
増
税
後
の
消
費
の
落
ち
込
み
は

大
き
く
、
我
々
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
実
情
を
伝
え
、

地
域
経
済
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
資
産
税

の
評
価
額
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
法
人
実
効
税
率
の

引
き
下
げ
実
現
に
つ
い
て
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
言
及
す
る
と
同
時
に
、
消
費
税
増

税
が
『
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
』
の
中
で
実
施
さ
れ
る
国
民
に
痛
み
を
求
め
る

施
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
機
関
に
お
い
て
も
な
お
一
層
の
歳
出
削
減
に
努
め
る

よ
う
改
め
て
要
請
し
ま
し
た
。　

３
市
の
市
長
・
議
長
に
提
言

３
市
の
市
長
・
議
長
の
税
制
改
正
提
言
訪
問

平成27年度　税制改正スローガン

平
成
27
年
度   

税
制
改
正
提
言
訪
問

税
制
委
員
会

三鷹市への提言　2014年11月26日
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『
税
を
考
え
る
週
間
』

武
蔵
野
税
務
署
長
講
話

記
念
講
演
会

秋
期
経
営
者
講
座

会
員
交
流
懇
親
会

南  

典
明 

氏

武
蔵
野
税
務
署
長

　

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
の
１
週
間
は
全
国
的
に

「
税
を
考
え
る
週
間
」に
因
ん
だ
記
念
事
業
が
開
催
さ

れ
ま
す
。当
会
で
は
、広
報
委
員
会
初
の〝
対
外
広
報
〞

活
動
と
し
て
、
11
月
12
日（
水
）に
は
武
蔵
野
公
会

堂
で
「
法
人
会
得
々
寄
席
」
を
開
催
し
136
人
が
参
加
。

管
内
Ｊ
Ｒ
各
駅
周
辺
で
の「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
法

人
会
の
Ｐ
Ｒ
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日（
金
）は
午
後
１
時
よ
り
吉
祥
寺
東
急

イ
ン
に
て
「
税
を
考
え
る
週
間
」の
記
念
講
演
会
及
び

秋
期
経
営
者
講
座
が
行
わ
れ
、
107
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
竹
内
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
第
１

部
は
武
蔵
野
税
務
署
長
の
南
典
明
氏
に
よ
る
講
演
、

第
２
部
は
野
村
証
券
株
式
会
社
主
任
研
究
員
の
和
田

理
都
子
氏
の
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
３

部
以
降
は「
秋
期
経
営
者
講
座
」
と
し
て
、
ダ
イ
ヤ

精
機
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
諏
訪
貴
子
氏
、
第
４

部
は
有
限
会
社
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
代
表
取
締

役
で
感
動
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
平
野
秀
典
氏
に
よ
る
講

演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
第
５
部
は
会
員
交
流
会
と
し

て
五
十
嵐
副
会
長
の
乾
杯
後
、
太
鼓
演
奏
や
抽
選
会

が
行
わ
れ
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
中
野

副
会
長
の
中
締
め
で
午
後
８
時
ま
で
長
時
間
に
わ
た

る
盛
り
沢
山
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

落
語
に
講
演
会
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
で

法
人
会
と
税
を
ア
ピ
ー
ル

　

初
の
試
み
と
し
て
税
に
関
す
る

寄
席
が
開
催
さ
れ
、
南
署
長
を
始

め
武
蔵
野
税
務
署
の
職
員
の
方
々

も
多
数
見
え
ま
し
た
。
松
戸
法
人

会
と
三
遊
亭
金
太
郎
師
匠
と
が
共

同
で
作
り
上
げ
た
税
金
落
語
に
感

心
し
、
桂
才
賀
師
匠
の
誰
も
が
思

い
当
た
る
た
と
え
話
に
大
爆
笑
。

対
照
的
な
お
二
人
の
高
座
に
、
会

場
か
ら
は「
た
め
に
な
っ
た
」「
と

て
も
よ
か
っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
充
実
し
た
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
が
初
の
試
み〝
対

外
広
報
〞活
動
の
一
環
と
し
て
、
吉

祥
寺
・
三
鷹
・
武
蔵
境
・
武
蔵
小

金
井
の
各
駅
周
辺
に
お
い
て
「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
法
人
会
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
、
広
報
委
員
と
各
支
部

役
員
延
べ
27
人
が
道
行
く
人
々
に

絵
葉
書
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作
品

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
Ｐ
Ｒ
用
テ
ィ
ッ

シ
ュ
約
８
千
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

「
国
税
庁
の
最
近
の

　

 

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　

南
署
長
は
内
閣

府
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
抜

粋
し
た
レ
ジ
ュ
メ

を
も
と
に
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
を

中
心
に
税
に
関
す

る
取
り
組
み
を
解

説
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
個
人

に
対
す
る
12
ケ
タ
の
「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）」と
、法
人
に
対
す
る
13
ケ
タ
の「
法

人
番
号
」
が
付
番
・
通
知
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
考
慮
し
て
、
皆
さ
ん

に
も
勉
強
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
理
解
を
求

め
ま
し
た
。

第１部

演
題

講
師

武蔵野税務署長　講話

2014年11月14日（金） 特集

法人会得々寄席
～秋の夜長は落語でいかが？  落語で学ぶ税金のお話～

ティッシュ配り
広報委員会

11月12日（水）  武蔵野公会堂　18：30～20：50 11月12日（水）

三
遊
亭
金
太
郎
師
匠
「
税
金
落
語
」

桂
才
賀
師
匠
「
子
供
を
叱
れ
な
い
大
人
た
ち
へ
」

挨拶
竹内会長

第１～２部司会
倉林税制委員

５
部
構
成
で
開
催
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平
野　

秀
典 

氏

有
限
会
社
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
代
表
取
締
役

感
動
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

「
伝
え
た
い
こ
と
が

 

相
手
に
届
く
３
つ
の
極
意
」

　

平
野
さ
ん
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

仕
事
の
傍
ら
舞
台
俳

優
と
し
て
活
動
し
て

来
た
経
験
か
ら
、
相

手
に
思
い
が
届
く
よ

う
に
す
る
に
は
、
感

動
す
る
力
や
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
も

「
あ
な
た
へ
」
と
い
う
二
人
称
で
話
す
と
よ

り
伝
わ
り
や
す
い
こ
と
、
商
品
説
明
を
す
る

際
も
大
切
な
人
に
紹
介
す
る
気
持
ち
で
セ
ー

ル
ス
レ
タ
ー
を
書
く
こ
と
を
勧
め
、「
伝
わ

る
力
・
つ
な
げ
る
力
・
創
る
力
」
の
大
切
さ

を
話
し
ま
し
た
。

第4部

演
題

講
師

秋期経営者講座

第5部会員交流懇親会

和
田
理
都
子 

氏

「
人
口
激
減
時
代
の『
新
』
成
長
戦
略
」

　

和
田
さ
ん
は
30
ペ
ー
ジ
の
資
料
を
用
意
し
、
日
本
の

人
口
動
向
と
世
帯
の
形
態
変
化
か
ら
今
後
は
縮
小
期
へ

と
移
っ
て
い
く
が
、
問
題
の
重
大
さ
の
ポ
イ
ン
ト
は
人

口
の
減
り
方
が
急
激
で
あ
る
と
解
説
。
さ
ら
に
、
野
村

都
市
計
測
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
武
蔵
野
・
三
鷹
・
小
金

井
３
市
の
都
市
力
を
分
析
し
ま
し
た
。
こ
の
の
ち
団
塊

世
代
が
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
そ
の

需
要
で
あ
る
「
銀
脈
」
を
発
掘
し
、
い
く
つ
も
の
機
能
を
併
せ
持
つ
「
密
度
の

高
い
経
済
性
」
を
追
求
す
る
こ
と
が
企
業
の
成
長
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

述
べ
、
人
口
減
少
の
流
れ
の
中
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

第2部

演
題

講
師

「税を考える週間」記念講演会

野
村
証
券
株
式
会
社

金
融
公
共
公
益
法
人
部　

主
任
研
究
員

諏
訪　

貴
子 
氏

「
中
小
企
業
が
生
き
抜
く
た
め
の

　
　
　
　

   

経
営
改
革
と
人
財
育
成
」

　

諏
訪
さ
ん
は
大
田
区
に
あ
る
精
密
金
属
加
工
の
町
工
場
に
生
ま

れ
、
工
学
部
を
卒
業
後
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
他
社
に
勤
務
し
ま

し
た
が
、32
歳
の
時
に
お
父
様
が
急
逝
し
社
長
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。

３
年
か
け
て
経
営
改
革
を
め
ざ
し
、
社
員
の
意
識
改
革
を
手
始
め

に
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｔ
化
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
一

方
、
社
員
旅
行
や
若
手
社
員
と
の
交
換
日
記
な
ど
で
社
内
の
意
思

の
疎
通
を
図
り
、業
績
を
立
て
直
し
た
い
き
さ
つ
を
話
し
ま
し
た
。

※

こ
の
10
年
間
の
軌
跡
を
描
い
た
『
町
工
場
の
娘
〜
主
婦
か
ら
社
長
に
な
っ
た
２
代
目
の

10
年
戦
争
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
２
０
１
４
年
）
が
11
月
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

第3部

演
題

講
師

秋期経営者講座

ダ
イ
ヤ
精
機
株
式
会
社　

代
表
取
締
役

第５部司会
高橋（栄）事業研修副委員長

乾杯
五十嵐副会長

中締め
中野副会長

「雷音」の皆さんによる締め太鼓
らいおん

第３～４部司会
佐藤事業研修委員

正副会長、主催委員会の各委員長さんから提供された新米
やお食事券、ディズニーランドのチケットやフルーツセッ
トなど、豪華賞品が抽選で当たるたびに歓声と笑顔が広が
りました。

抽選会司会
安藤事業研修副委員長
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10
月
16
日
（
木
）、
宇
都
宮
市
の
栃
木
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
全
国
の
各
法
人
会
の
代
表
者
１
９

０
０
人
が
集
い
、
第
31
回 

法
人
会
全
国
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
竹
内
会
長

を
始
め
副
会
長
、
常
任
理
事
、
事
務
局
か
ら
９
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
大
会
は
式
典
に
先
立
ち
、Ｔ
Ｂ

Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
解
説
・
専
門
記
者
室
長
の
杉
尾

秀
哉
氏
を
講
師
に
招
き
「
日
本
の
行
方
〜
政
治
と

第
31
回 

法
人
会
全
国
大
会（
栃
木
大
会
）開
催

　

平
成
26
年
11
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

の
２
日
間
、
秋
田
県
に
お
い
て
全
法
蓮
主
催
に
よ

る「
第
28
回　

全
国
青
年
の
つ
ど
い（
秋
田
大
会
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
例
年
通
り
初
日

に
租
税
教
育
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
秋
田
県
民

会
館
で
行
わ
れ
、
三
法
連
代
表
の
立
川
法
人
会

を
含
め
、
12
会
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
生
か
し
た
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
当
会
も
今
後
の
租
税
教
育

活
動
に
可
能
な
部
分
は
是
非
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
大
会
式
典
も
秋
田
県
民
会
館
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
部
会
員
増
強
表
彰
で
は
、
単
位
会
純
増
基
準
部
門
で
武
蔵
野
法
人
会
が
前
年

比
110
・
１
％
で
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
久
保
田
部
会
長
以
下
役
員
、

部
会
員
の
努
力
が
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

東
京
へ
の
帰
路
の
途
中
、一
昨
年
の
12
月
に
病
に
倒
れ
石
巻
の
仮
設
住
宅
で
リ
ハ
ビ

リ
中
の
当
部
会
員
、
劇
団
前
進
座
の
高
橋
亜
紀
さ
ん
を
お
見
舞
い
に
伺
い
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
４
年
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、
テ
レ
ビ
で
見

る
の
と
現
実
と
の
差
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

亜
紀
さ
ん
は
今
、所
属
し
て
い
た
吉
祥
寺
南
支
部
の
方
か
ら
紹
介
さ
れ
た
「
ゴ
ス
ペ
ル
」

グ
ル
ー
プ
の一
員
と
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
慰
問
に
行
け
る
ほ
ど
回
復
し
て
き
て
い
ま

す
。
武
蔵
野
法
人
会
の一
員
と
し
て
、
１
日
も
早
い
完
全
復
活
と
い
つ
ま
で
も
「
被
災

地
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
を
こ
め
て
、
こ
れ
か
ら
先
、
亜
紀
さ
ん
に
し
か
で
き
な
い
情
報
の
発
信
を
お
願
い
で

き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
副
委
員
長　

岩
澤　

勝
）

第
28
回 

全
国
青
年
の
つ
ど
い

12
会
が
租
税
教
育
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
行
う

秋
田
大
会

経
済
の
現
状
分
析
と
展
望
」
と
題
し
た

記
念
講
演
の
後
、
引
き
続
き
式
典
が
行

わ
れ
、
池
田
全
法
連
会
長
に
よ
る
主
催

者
挨
拶
、
各
種
表
彰
、
税
制
改
正
提

言
の
報
告
、
青
年
部
会
の
租
税
教
育
活

動
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
大
会
宣
言

を
採
択
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

※

税
制
改
正
の
提
言
書
の
詳
細
は

８
、９
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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三鷹銀座連による阿波踊り

元気よく選手宣誓

「メガロス三鷹キッズ・チア」の皆さん

「え～、どっちかな？」◯×クイズ 「新生ふるきゃら」のスペシャルステージ

2014年
10月25日（土）公益社団法人

武蔵野法人会

ココを
クリック

第2回大運動会
秋晴れの中、
700人が汗を流した大運動会の様子を
お届けします。
あの感動をもう一度
ホームページでご覧いただけます！

ほうじん むさしの13
MUSASHINO HOUJINKAI

2015年1月5日 No.418



◎ 

小
金
井
２
支
部
・
女
性
部
会

な
か
よ
し
市
民
祭
り

「
小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま
つ
り
」で
税
金
ク
イ
ズ

　

小
金
井
市
で
は
10
月
18
日
（
土
）
19
日
（
日
）
の
２
日
間
、「
第
42
回
小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま

つ
り
」
が
都
立
小
金
井
公
園
や
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
金
井
公
園
に
は
武
蔵
野
法
人
会
の
ブ
ー
ス
を
出
し
、
法
人
会
の
名
前
の
入
っ
た
風
船
を
子
ど

も
た
ち
に
配
っ
た
ほ
か
、
女
性
部
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
税
金
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

小
金
井
南
支
部
と
小
金
井
北
支
部
と
女
性
部
会
か
ら
、
延
べ
46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
広
報
委
員　

木
下
美
智
子
）

◎ 

女
性
部
会

研
修
会

警
察
学
校
の

厳
か
な
卒
業
式
典
を
見
学

　

11
月
11
日
（
火
）
警
視
庁
警
察
学
校
卒
業
見
学
会
に
竹

内
会
長
を
は
じ
め
女
性
部
会
会
員
15
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
厳
か
な
式
典
の
の
ち
射
撃
場
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演

奏
な
ど
を
見
学
。
教
官
と
在
校
生
と
の
お
別
れ
式
で
は

涙
ぐ
む
参
列
者
の
姿
も
あ
り
、
卒
業
生
が
配
属
部
署
へ

と
向
か
う
姿
を
見
送
り
ま
し
た
。
普
段
立
ち
会
え
な
い

卒
業
式
典
を
見
学
で
き
有
意
義
な
１
日
で
し
た
。

 （
女
性
部
会　

和
田
山
明
美
）

大
人
の
た
め
の「
租
税
教
室
」に

50
人
が
参
加
、地
方
税
を
学
ぶ

法
人
会
と
し
て
教
育
支
援
に
ご
協
力
を

　

社
会
貢
献
委
員
会
で
は
、
10
月
に
藤
橋
社
会
貢
献
委
員
長
と
委
員
数
名
が
武
蔵
野
市
・
宮
崎

浩
志
教
育
長
を
、
11
月
に
は
小
金
井
市
・
山
本
修
司
教
育
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
中
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
や
、
職
場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
企
業
に
協
力
い
た
だ
く
む

ず
か
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
法
人
会
と
し
て
今
後
も
出
来
る
限
り
の
支
援
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
何
卒
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
社
会
貢
献
委
員
長　

藤
橋
清
治
）

　

９
月
17
日
（
水
）
午
後
４
時
か
ら
法
人
会
館
大
会
議
室
で
、
今

年
度
第
２
回
目
の
「
大
人
の
租
税
教
室
」
を
開
催
し
50
人
が
地
方

税
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
税
制
委
員
が
講
師
も
務
め
、
法
人
会

全
体
の
関
心
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い

う
新
し
い
取
り
組
み
で
す
。
市
町
村

の
税
目
別
の
税
収
・
徴
税
コ
ス
ト
、

固
定
資
産
税
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕

組
み
な
ど
を
委
員
が
解
説
し
ま
し
た
。

（
税
制
委
員　

駒
林
徹
彦
）
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支
部
・
部
会
・
委
員
会

2014
月9～12

◎ 

税
制
委
員
会

研
修
会

◎ 

社
会
貢
献
委
員
会

教
育
長
訪
問

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

https://www.tohoren.or.jp/musashino/nakama/EventReport.asp?top_g_id=hj0191&evt_id=872
https://www.tohoren.or.jp/musashino/nakama/EventReport.asp?top_g_id=hj0191&evt_id=897


◎ 

小
金
井
２
支
部
合
同

日
帰
り
研
修
会

八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
と

横
浜
中
華
街
視
察
研
修

　

11
月
21
日
（
金
）、
小
金
井
北
支
部
と
南
支
部

合
同
の
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
最

高
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
で

は
童
心
に
返
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
三
渓
園
で
紅
葉

を
見
な
が
ら
散
策
し
て
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
最
後
に

横
浜
中
華
街
の
村
越
支
部
長
推
薦
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
お
い
し
く
て
珍
し
い
中
華
料
理
を
堪
能
し
て
、

大
満
足
の
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

木
下
美
智
子
）

富
岡
製
糸
場
見
学
と
温
泉
で
親
睦

道
路
ま
で
視
野
に
入
れ
た

街
づ
く
り
を
見
学

　

第
３
回
研
修
会
「
富
岡
製
糸
場
施
設
見
学
」
が
11
月
13
日

（
木
）
に
開
催
さ
れ
、一
般
参
加
者
も
合
わ
せ
て
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
繭
を
貯
蔵
す
る
木
骨
煉
瓦
造
の
倉
庫
や
自
動
繰

糸
機
を
見
学
し
た
の
ち
、
記
念
撮
影
。

　

当
支
部
会
員
の
吉
祥
寺
東
急
イ
ン
細
川
総
支
配
人
の
ご
尽

力
で
「
磯
部
ガ
ー
デ
ン
」
に
て
、♨
マ
ー
ク
発
祥
地
の
温
泉
と
料

理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
祥
寺
南
支
部　

斎
藤
興一）

　

11
月
19
日
（
水
）、「
虎
の
門
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
」
を
見
学
し
ま

し
た
。
都
内
で
は
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
タ
ワ
ー
に
次
ぐ
２
番
目
に
高

い
建
物
と
さ
れ
、
オ
フ
ィ
ス
や
住
居
、
シ
ョッ
ピ
ン
グ
施
設
な
ど
が
入

居
す
る
分
譲
住
居
複
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
震
対
策
の
ほ

か
道
路
ま
で
視
野
に
入
れ
た
「
森
ビ
ル
グ
ル
ー
プ
」
の
街
づ
く
り
を

見
学
で
き
た
１
日
で
し
た
。

（
広
報
委
員　

宍
戸
美
恵
子
）

関
心
の
高
い
軽
減
税
率
、

相
続
税
に
つ
い
て
学
ぶ

　

11
月
28
日
（
金
）、
法
人
会
館
大
会
議
室
に
て
学
習
交

流
会
を
開
催
。
武
蔵
野
税
務
署
の
南
典
明
署
長
を
講
師

に
お
迎
え
し
、「
国
税
庁
の
最
近
の
取
り
組
み
」と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
心
の
高
い
消
費
税
増
税
の
話

や
軽
減
税
率
の
仕
組
み
、
平
成
27
年
１
月
１
日
に
改
正

さ
れ
る
相
続
税
や
資
産
の
継
承
に
つ
い
て
も
解
説
い
た
だ

き
、
講
演
会
後
の
懇
親
会
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

 （
青
年
部
会　

近
藤
宏
信
）
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◎ 

吉
祥
寺
南
支
部

研
修
会

◎ 

不
動
産
賃
貸
経
営
部
会

研
修
会

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

◎ 

青
年
部
会

学
習
交
流
会

詳
細
は
H
P
へ

https://www.tohoren.or.jp/musashino/nakama/EventReport.asp?top_g_id=hj0191&evt_id=927
https://www.tohoren.or.jp/musashino/nakama/EventReport.asp?top_g_id=hj0191&evt_id=973
https://www.tohoren.or.jp/musashino/nakama/EventReport.asp?top_g_id=hj0191&evt_id=975


◎ 

社
会
貢
献
委
員
会

小
金
井
桜
落
葉
回
収
作
戦

◎ 

三
鷹
東
支
部

研
修
会

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

◎ 

女
性
部
会

忘
年
研
修
会

消
費
税
に
つ
い
て
学
び
、

ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む

　

12
月
４
日
（
木
）
に
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
に
て
研
修
会
を

開
催
し
、
南
典
明
武
蔵
野
税
務
署
長
か
ら
消
費
税
の
軽
減

税
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
昼
食
と
懇
談
会
後
は
坂
元

昭
二
さ
ん
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
劇
団
め
組
の
大
澤
智
恵
子
さ
ん
の
朗
読
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
坂
元
さ
ん
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
合
唱
し
、
今
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
女
性
部
会
長　

倉
田
征
子
）

◎ 

武
蔵
野
西
支
部

忘
年
講
演
会

「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
つ
い
て
学
ぶ

　

12
月
４
日
（
木
）、
武
蔵
境
の
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
忘
年
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
青
年
部
会

員
で
税
制
委
員
の
駒
林
徹
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
知
っ
て

得
す
る
『
ふ
る
さ
と
納
税
』」
と
題
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
や
り
方
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
は
な
ご
や
か
に
懇
親
会

で
交
流
し
ま
し
た
。

　
　

  （
広
報
委
員　

岡
本
靖
治
）

20
人
が
２
時
間
汗
を
流
し
落
葉
回
収

「
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
」を

マ
ス
タ
ー

　

12
月
４
日
（
木
）
午
後
５
時
半
よ
り
、
法
人
会
館
に
て

忘
年
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
部
の
研
修
会
は
「
伊

藤
園
の
お
茶
セ
ミ
ナ
ー
〜
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
〜
」

と
題
し
、
株
式
会
社
伊
藤
園
様
か
ら
５
人
の
方
々
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
お
話
と
実
演
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
お
茶
の
入
れ
方
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
、
参
加

し
た
51
人
全
員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

清
水
亜
希
子
）

　

11
月
29
日
（
土
）、
近
隣
の
中
学
生
や
、
大
学
・
地
元
企

業
・
そ
の
他
団
体
、
総
勢
600
人
に
よ
る
小
金
井
玉
川
上
水

沿
い
の
桜
落
葉
回
収
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら

は
小
金
井
北
・
南
支
部
会
員
、
社
会
貢
献
委
員
を
中
心
に

20
人
が
参
加
。
約
２
時
間
、
広
範
囲
に
渡
っ
て
作
業
し
ま

し
た
。
集
め
た
落
葉
が
桜
の
苗
を
育
て
る
肥
料
に
利
用
さ

れ
る
事
な
ど
を
伺
い
、
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
快
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
社
会
貢
献
委
員
・
小
金
井
南
支
部　

高
橋　

裕
）
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◎ 

青
年
部
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

◎ 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部

研
修
会

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

税
金
ク
イ
ズ
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
、

「
よ
う
か
い
体
操
第
一
」を
踊
り
、72
人
が
参
加

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で

「
菊
の
大
作
り
」を
披
露

笹 

隈　

賢 

次 

さ
ん

（
有
）笹
隈
造
園

フ
ラ
ン
ス
料
理
と
、シ
ェ
フ
の

「
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の
お
話
」

　

12
月
６
日
（
土
）
吉
祥
寺
東
急
イ
ン
１
Ｆ
の
吉
祥
ダ
イ
ニ
ン

グ
に
て
、
恒
例
の
青
年
部
会
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
72
人
と
い
う
近
年
で
最
高
の

人
数
の
参
加
者
と
な
り
、
会
員
も
家
族
の
皆
様
も
当
日
の
た

め
に
用
意
さ
れ
た
催
し
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
は
子
ど
も

達
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
、
笑
顔
が
いっ
ぱ
い
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
青
年
部
会
厚
生
委
員　

髙
橋
恒
平
）

　

12
月
９
日
（
火
）
午
後
６
時
半
よ
り
、
吉
祥
寺
の
フ
ラ

ン
ス
料
理
店〝
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
〞に
て
「
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の
お

話
」
と
題
し
て
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ェフ
増
井
錠
治
氏
に
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
産
直
の
野
菜
、

旬
の
食
材
と
ワ
イ
ン
を
セ
ッ
ト
に
し
た
特
別
コ
ー
ス
を
堪
能

し
な
が
ら
日
仏
の
食
文
化
の
違
い
な
ど
を
伺
い
、
最
後
は
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
会
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

小
渕
隆
雄
）

　

毎
秋
新
宿
御
苑
で
開
催
さ
れ
る
菊
ま
つ

り
で
20
年
以
上
、
菊
の
仕
立
て
を
担
当
し

て
い
る
笹
隈
造
園
が
、
日
仏
文
化
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
宮
殿
で
「
菊
の
大
作
り
」
を
制
作
、
展

示
し
ま
し
た
。

会員さんの  　　　をお知らせします！　活躍
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ガンバル若手経営者

エッ
セ
イ

「もったいない」から発想した
「エコリスタ」を提唱

その29

三鷹市井口１－23－25

入月建設株式会社

入月　裕樹さん（40歳）
いりづき三鷹西支部

http://www.irizuki.co.jp/

　地元密着、２代目の建設業
　入月という姓は珍しいと言われますが、創業者の
父の出身地山梨県でも、ごく一部に集中してある珍
しい名前らしいですよ。父は18歳で上京して大工
見習いからはじめ、腕を見込まれて工務店を始めた
そうです。私は幼いころから工作やものづくりが大
好きで、自然に事業を継ぐつもりでしたから、他社
の建設会社に修業に出ました。現場監督など一通り
の作業をこなせるようになった頃、母が病気になっ
たこともあり23歳で入月建設に入社しました。
　それから10数年、父のもとで三鷹を中心に木造、
鉄骨、鉄筋工事や設計・施工をはじめ、内外装や増
改築、リフォームなど総合建設業としてやってきた
のですが、父が2009年に急逝し、代表取締役に就
任することになりました。

　環境に配慮して再生・再利用
　2008年頃からは環境に考慮した建築を考えて「屋
上緑化」を進めているほか、耐震補強工事や最近人
気のシェアハウスの施工・管理運営も手掛けていま
す。力を入れているのは、リフォームの際に建築資
材などをすべて廃棄してしまうのではなく、使える

地元密着、創業45年の総合建設業

第101走者

素材や思い出の残るものを再生・再利用しようとい
う「エコリスタ」というものです。これは期限が過ぎ
ると廃棄されてしまうコンビニ弁当や弁当の梱包材
を見て「もったいないなあ」と思ったことをヒント
に、使い捨てではなくエコ（環境に配慮）してリス
タート（再出発）しよう、という意味の造語です。

　社長自らが訪問して、お客様の夢をお聞きする
　最近ではお得意様からのご紹介に加えてホーム
ページを見たという方からのお問い合わせも増え、
ありがたいことです。人と人とのつながりを大切に、
600件のお客様には「イリケン通信」を送り、父が開
いていた協力会社の皆さんとの「桜月会」という会合
も続けています。地元消防団の分団長や三鷹青年会
議所、祭りや会合などにも参加しています。
　ご相談やご要望があれば、ちょっと派手なホンダ
のバモス「オレンジ号」に乗って伺い、お客様の夢を
お聞きします。これからも「住む人と心で結ぶ家づ
くり」をモットーに、エコリスタを進めていきたい
と思っています。

記
憶
が

　

記
録
に
残
る
街
に…

松
江　

勇
武

株
式
会
社　

武
蔵
野
映
画
社

（
吉
祥
寺
北
第
一
支
部
）

　

今
は
な
き
卵
の
小
売
店
。
工
務
店
の
オ
ヤ
ジ

さ
ん
の
街
へ
の
想
い
。
知
る
人
が
居
な
く
な
っ

た
火
の
見
や
ぐ
ら…

。
確
か
に
そ
こ
に
あ
っ
た

街
そ
の
も
の
が
、
時
間
の
経
過
と
共
に
変
化
を

続
け
、
や
が
て
失
わ
れ
て
い
く…

。

吉
祥
寺
の
記
録
を
撮
り
始
め
た
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自分の好きなことを仕事にして、
邁進せよ
まい

ベテランの経営哲学

時代とともに建設業から賃貸業へ

住宅を延べ200棟くらい手掛けました。在来工法の
木造住宅がほとんどで、顧客の好みや家族構成を考
慮して、限られたスペースの中で使いやすく住み心
地のいい家を目指して知恵を絞りました。完成・引
渡時にお客様の笑顔を拝見出来るのは最高でした
ね。2003年には三鷹の現在の場所にオフィスを構
えました。
　回り道しても好きな仕事なら続けられる
　時代の流れもあり現在は社名も変更して賃貸業を
メインに、かつて手掛けた戸建て住宅のメンテナン
スやフォローなどもしています。個人的には、地域
活動のほかボランティアで「日本宇宙少年団分団サ
イエンスキッズみたか」のお手伝いもしています。
三鷹には独立行政法人 宇宙航空研究開発機構ＪＡＸ
Ａや国立天文台などがあり、夢は広がりますね。
　私はずっと一つの事業を続けてきたのではありま
せんが、経営者として後輩にお伝えするなら、「自分
の好きなことを仕事にして、邁進せよ」と言いたい
ですね。好きな仕事ならどんな困難に出合っても続
けられますよ、たとえ回り道をしたとしてもね。

　ものづくりに憧れて建築の世界へ
　私は山梨県の高校を卒業後、父親の意向もあって
立川にあった自動車整備士を養成するトヨタの日本
自動車学校に入りました。高校の先生からは教育大
学を進められ合格はしたのですが、家は農家で父親
は長男の私には地元で自動車整備とガソリンスタン
ドの経営をさせようと算段していたようです。トヨ
タの整備技術コンクール関東大会で入賞するなど充
実していましたが、そのうちゼロからのものづくり
に憧れるようになりました。３年間のメカニック修
行にピリオドをうち、工学院の夜学で建築を勉強し
ようと決め、父親には内緒で上京し昼間は中小ゼネ
コンに勤めながら、建築士や施工監理技士の資格を
取得。気難しい職人さんたちにもかわいがってもら
い、次第に監督助手から現場代理人を任されるよう
になりました。
　注文建築で養ったノウハウを生かし、建売住宅も
　周囲の勧めもあって1990年に独立、七つの海を越
えて飛躍したいとの夢を抱いて株式会社七洋建設を
設立。独立に際しては同僚と後輩の二人がついてき
てくれて商業ビルや注文住宅、官公庁工事も手掛け、
その後は杉並・世田谷区を中心に土地を仕入れ建売

その29

三鷹東支部

三鷹市新川６－３－６

有限会社  ナヒロ

中野　信一さん

ナヒロ

記
憶
は
都
合
よ
く
で
き
て
い
る

　

昨
年
、
ら
か
ん
ス
タ
ジ
オ
の
鈴
木
育
男
さ
ん

の
写
真
展
に
伺
い
ま
し
た
。
街
で
生
き
て
き
た

人
々
の
記
憶
の
断
片
が
作
品
と
し
て
、
ま
た
貴

重
な
記
録
と
し
て
形
に
な
り
、
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

武
蔵
野
映
画
社
を
設
立
し
、
街
の
記
録
を
撮

り
始
め
て
か
ら
２
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
に
、
い
せ
や
公
園
口
店
が
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
り
、
前
進
座
の
劇
場
が
閉
館
し
、
吉
祥

寺
バ
ウ
ス
シ
ア
タ
ー
が
多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ

つ
つ
長
い
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
瞬
間
に
立
ち
会
い
、
街
の
記
録

を
残
し
て
い
く
中
で
、
い
ま
改
め
て
感
じ
る
の

が
、
い
か
に
人
間
の
記
憶
が
曖
昧
か
？
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

先
日
、
法
人
会
北
第
一
支
部
の
講
演
会
の
前

座
と
し
て
、
街
の
記
録
映
像
を
上
映
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
編
集
段
階
で
、
自
ら
の

記
憶
と
撮
り
残
し
た
記
録
を
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
る
と
、
な
ん
と
一
致
し
な
い
こ
と
か…

。
そ

れ
も
ほ
ん
の
１
年
か
２
年
し
か
経
っ
て
い
な
い

と
い
う
の
に
。

　
「
あ
の
時
、
社
長
が
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い

た
と
思
っ
た
の
に…

」
と
、
何
度
映
像
を
見
直
し

て
も
、
そ
の
話
題
す
ら
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
か
に
人
間
の
記
憶
と
い
う
も
の
が
、
自
分

の
都
合
の
い
い
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
？

　

と
て
も
面
白
い
検
証
に
な
っ
た
訳
で
す
。

　

展
示
会
場
に
飾
ら
れ
た
、
悠
久
の
時
を
経
て

展
示
に
至
っ
た
写
真
の
数
々
を
眺
め
、
今
は
な

き
風
景
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
記
録
の
大
先

輩
の
思
い
出
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
感
じ
入
る

晩
秋
の
昼
下
が
り
で
あ
り
ま
し
た
。

（
次
は
武
蔵
野
西
支
部
の
見
木
久
夫
さ
ん
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
）
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●吉祥寺のモダニスト　小畠辰之助　結城座 《古典劇場》

【日　時】2015年3月8日（日）　14：00～16：00
【場　所】国立天文台三鷹キャンパス（現地集合・解散）
【対　象】小学生・中学生とその保護者　
【定　員】50名（保護者含む）
【参加費】50円（保険料）
【応募締切】 2/23（月）必着　抽選の上、当選者にのみ通知します。
【申込方法】 官製はがき、館内申込書またはウェブでお申し込みできます。

官製はがきの場合は以下の事項をご記入の上、締切日必着でお申し込みください。
1 開催日　2 教室名　3 郵便番号・住所　4 参加者全員の氏名（フリガナ）
5 参加者全員の年齢（学年）　6 電話番号
宛先： 〒188－0014　東京都西東京市芝久保町5－10－64
 多摩六都科学館 行き
https://www.tamarokuto.or.jp/event/index.html?c=event&info=634&
day=2015-03-08

●国立天文台見学会

●大江戸の人気者「写楽と豊国 ～役者絵と美人画の流れ～」展

小畠辰之助（1892－1977）は、かつて吉祥寺
を拠点に活動した画家です。記者や美術教師な
どの仕事の傍ら、組織に属さずに淡 と々制作を続
け、作品を売って稼ぐことに興味を持たなかった
ために、これまでほとんど記録も紹介もされてきま
せんでした。当館が所蔵する小畠辰之助の作品
約30点を一挙に公開する初の機会です。

国立天文台の観測施設を見学し、天文・天体観測の歴史に触れてみ
ませんか？   天候が良ければ、20cm赤道儀望遠鏡で太陽を、50cm
望遠鏡で金星を観望する予定です。

現代のブロマイド「役者絵」の分野で競った二大絵師、東洲斎写楽（生没年不詳）と歌川
豊国（1769－1825）の作品を軸に、寛政期から幕末までの浮世絵140点をご紹介します。

【日　時】2015年1月10日（土）～2月22日（日）
【休館日】 1月28日（水）、2月18日（水）
【会　場】武蔵野市立吉祥寺美術館
 武蔵野市吉祥寺本町１－８－１６　ＦＦビル７階
 TEL：0422－22－0385　FAX：0422－22－0386
【入館料】 100円（小学生以下・６５歳以上・障害者は無料）

【日　時】2015年 1月10日（土）～3月15日（日）
 10：00～20：00（入館は19:30まで）
【会　場】三鷹市美術ギャラリー
 三鷹市下連雀3－35－1 CORAL（コラル）5階
【休館日】月曜日（1/12は開館）、1/13（火）

女性像・制作年不詳

東洲斎写楽
《中山富三郎の宮城野》
錦絵大判

歌川豊国
《三世澤村宗十郎の
  大星由良之助》　
錦絵大判

【日　時】2015年2月28日（土）
 　　　  3月1日（日）
 各日午後2時開演
【会　場】武蔵野芸能劇場
【チケット】 全席指定
 一般3,000円 会員2,700円
 小中高生（要証明）1,000円
【問い合わせ】

 （公財）武蔵野文化事業団
 TEL：0422－54－2011

“結城座の古典” 傑作・十八番

【観覧料】一般＝600円
　65歳以上・学生（大・高）＝300円
　＊中学生以下・障害者手帳をお持ちの方は無料
【問い合わせ】
　三鷹市美術ギャラリー　TEL：0422－79－0033

＊Mitaka

三鷹
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●江戸糸あやつり人形 　 　　

【日　時】 2015年1月30日（金）
 18：30（開場18：00）　
【会　場】 小金井市民交流センター　大ホール
 JR武蔵小金井下車・南口徒歩1分
【チケット】指定席　4,500円　　自由席　3,800円
 中学生以下　2,200円　観劇対象は５歳以上（全て税込価格）
【申し込み・問い合わせ】 新生ふるきゃらTEL：042－386－8355
  インターネット予約http：//www.furucara.com

江戸の伝統を守り続け、
380周年を迎える結城座。
結城座の代名詞的作品で
ある『伽羅先代萩』はじめ、
『綱館』『三番叟』『寿獅子』
と結城座初体験の方から長
年のファンまで大満足の作
品を集めました！   ぜひとも
劇場でご覧下さい。

【日　時】 2015年３月14日（土）
 16：00（15：30開場）
【場　所】 小金井市民交流センター
 大ホール
　　　　 小金井市本町6－14－45
【チケット】全席指定
 S席4,000円
 A席3,500円
 学生2,000円
【演　目】 シューベルト：
 交響曲 第7番 ロ短調「未完成」D.759
 フォーレ：
 レクイエム op. 48　合唱（公募）
【問い合わせ】
 小金井市民交流センター ・チケットデスク
 TEL：042－380－8099
 受付時間　10：00 ～ 19：00　休館日（第2・3火曜日）

●フレッシュ名曲コンサート

●新生ふるきゃら
　ミュージカル『天狗のかくれ里』
　～秘境（天狗の里）の冒険ミュージカル～

小金井という地名の由来は「黄金に値するほどの豊かな湧水」だそうです。JR中央線「武蔵小金
井駅」南口の小金井街道と連雀通りが交差する前原坂上交差点から、少し入った所には、深井
戸天然水「六地蔵のめぐみ　黄金（こがね）の水」があります。小金井市中央商店街協同組合
に登録料500円を払うと専用蛇口の水栓で自由に使うことができ、地元の商店街も利用している
そう。ボタンを押すとコップ一杯分だけ試飲もできます。

● 黄金（こがね）の水が飲めるんです！　

大人と子どもと一緒に命の大切さ・地球温暖化を学ぶ
ふるきゃらのダンス、下座バンドによる生演奏

SachioFujioka（C）
青柳聡

「伽羅先代萩」より、他
藤岡幸夫×東京フィルハーモニー交響楽団
フォーレ『レクイエム』～鎮魂と復興への祈りを込めて～

綱館

武蔵野
＊Musashino小金井

＊Koganei
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情
報
局

＊Koganei＊＊＊＊

「
む
さ
し
の
」
エ
リ
ア
の

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

お
役
立
ち
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

お得情報をご紹介します！知ればきっとためになる、
行ったらきっと楽しくなる
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税
務  

よ
く
あ
る
相
談

税理士がお答えします

そ
の
72

協力：東京税理士会武蔵野支部

Q　
今
月
の
お
悩
み

仕
事
で
出
張
し
た
と
き
の
旅
費
や
手
当
（
日
当
）
は
非
課
税

な
の
で
し
ょ
う
か
？  

支
払
う
側
（
会
社
）
と
も
ら
う
側
（
社

員
）
の
税
務
上
の
扱
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
回
答
：
税
理
士

　
一
般
的
に
、
出
張
に
か
か
っ
た
立
替
経
費
や
手
当（
日
当
）は
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
も
ら
う
側（
社
員
）の
所
得
税
は
非
課
税
に
、

支
払
う
側（
会
社
）は
〝
旅
費
交
通
費
〞
と
し
て
費
用
計
上
さ
れ
ま
す
。

１
．
旅
費
は
何
で
も
非
課
税
？

　

所
得
税
第
９
条
で
、「
給
与
所
得
を
有
す
る
者
が
勤
務
す
る
場
所
を

離
れ
て
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
旅
行
を
し
、…

（
中
略
）…

そ

の
旅
行
に
必
要
な
支
出
に
充
て
る
た
め
支
給
さ
れ
る
金
品
で
、
そ
の

旅
行
に
つ
い
て
通
常
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
旅
費
に
は
所
得
税
が
課
さ
れ
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、
出
張
時
の
経
費
が
何
で
も
非
課
税
に
な
る
わ

け
で
は
な
く
、
非
課
税
と
さ
れ
る
金
品
は
「
旅
行
を
し
た
者
に
対
し

て
使
用
者
等
か
ら
そ
の
旅
行
に
必
要
な
運
賃
、
宿
泊
料
、
移
転
料
等

の
支
出
に
充
て
る
も
の
と
し
て
支
給
さ
れ
る
金
品
の
う
ち
、
そ
の
旅

行
の
目
的
、
目
的
地
、
行
路
若
し
く
は
期
間
の
長
短
、
宿
泊
の
要
否
、

旅
行
者
の
職
務
内
容
及
び
地
位
等
か
ら
み
て
、
そ
の
旅
行
に
通
常
必

要
と
さ
れ
る
費
用
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
の

金
品
」
を
い
い
、
以
下
の
事
項
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
所
得
税
基
本
通
達
９―

３
）。

⑴　

そ
の
支
給
額
が
、
そ
の
支
給
を
す
る
使
用
者
等
の
役
員
及
び
使

用
人
の
全
て
を
通
じ
て
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
基
準

に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。

⑵　

そ
の
支
給
額
が
、
そ
の
支
給
を
す
る
使
用
者
等
と
同
業
種
、
同

規
模
の
他
の
使
用
者
等
が
一
般
的
に
支
給
し
て
い
る
金
額
に
照
ら

し
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。

　

つ
ま
り
、
旅
費
が
全
社
員
に
適
正
な
額
で
計
算
さ
れ
て
い
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
立
証
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、

『
出
張
報
告
書
・
精
算
書
』
を
社
員
に
提
出
さ
せ
出
張
が
業
務
上
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
計
算
上
の
根
拠
と
な

る
『
出
張
旅
費
規
程
』
の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

２
．
出
張
旅
費
規
程
と
は
？

　
『
出
張
旅
費
規
程
』
は
会
社
の
内
部
規
則
と
し
て
の
目
的
で
作
成
さ

れ
て
お
り
、
税
務
署
な
ど
に
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
前
項
の
通
り
、
税
務
上
は
本
当
に
業
務
に
必
要
な
旅
費
か
ど
う
か

の
基
準
を
立
証
す
る
重
要
な
書
類
と
な
り
得
ま
す
。
こ
の
『
出
張
旅

費
規
程
』
は
基
本
的
に
は
す
べ
て
の
役
員
及
び
使
用
人
（
社
員
）
を
対

象
と
す
る
必
要
が
あ
り
、
中
小
企
業
で
は
特
に
経
営
者
と
従
業
員
と

で
区
別
す
る
こ
と
な
く
設
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。〝
出
張
旅

費
〞
を
要
素
別
に
見
る
と
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

⑴
交
通
費

　

交
通
費
は
原
則
と
し
て
実
費
支
給
で
あ
り
、
会
社
に
よ
る
仮
払
精

算
か
社
員
の
立
替
精
算
か
は
問
わ
ず
、
税
務
的
に
は
問
題
は
生
じ
ま

せ
ん
。
鉄
道
や
飛
行
機
、
船
舶
を
利
用
し
た
際
の
座
席
の
等
級
や
タ

ク
シ
ー
の
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
中
で
定
め
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
遠
方
へ
の
出
張
の
際
に
は
、
特
急

や
寝
台
車
、
新
幹
線
の
指
定
席
を
利
用
で
き
た
り
、
役
職
に
応
じ
て

グ
リ
ー
ン
席
の
利
用
も
で
き
る
等
も
規
定
し
て
お
き
ま
す
。

⑵
日
当

　

日
当
は
、
社
員
が
遠
方
へ
出
張
し
た
時
に
は
、
移
動
時
間
が
か
か

る
な
ど
拘
束
時
間
が
長
く
な
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
か
ら
離
れ
て

本
来
支
払
わ
ず
に
済
ん
だ
個
人
的
経
費
を
会
社
が
負
担
す
る
な
ど
の

意
義
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
金
額
の
設
定
が
一

番
の
問
題
で
あ
り
、
役
職
や
移
動
距
離
に
よ
っ
て
規
程
で
定
め
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
前
項
の
通
り
、
役
員
を
含
め
た
全
社
員

に
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
基
準
で
、
同
業
種
・
同
規
模
と
比
較
し

て
妥
当
な
金
額
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
据
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

⑶
宿
泊
費

　

宿
泊
費
も
交
通
費
と
同
様
に
原
則
と
し
て
実
費
支
給
と
な
り
、
そ

の
金
額
に
つ
い
て
は
規
定
の
中
で
上
限
額
や
役
職
に
よ
る
差
を
設
定

す
る
な
ど
規
程
に
織
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
宿
泊
費

１
泊
に
つ
き
従
業
員
〇
〇
〇
円
以
下
、
役
員
〇
〇
〇
円
以
下
、
社
長

〇
〇
〇
円
以
下
な
ど
と
規
定
し
て
お
き
ま
す
。

３
．
旅
費
の
税
務
上
の
扱
い

　

上
記
の
通
り
、
適
正
な
基
準
で
合
理
的
な
計
算
に
よ
り
旅
費
を
支

給
し
た
場
合
、
支
給
を
受
け
た
社
員
側
は
所
得
税
が
非
課
税
に
、
支

給
し
た
会
社
側
は
経
費
（
損
金
）
と
な
る
と
と
も
に
、
消
費
税
も
課

税
仕
入
の
扱
い
と
な
り
ま
す
（
海
外
出
張
の
場
合
は
原
則
と
し
て
課

税
仕
入
と
な
り
ま
せ
ん
）。

　

た
だ
し
、
税
務
調
査
に
な
っ
た
場
合
、
た
と
え
支
給
の
基
準
や
計

算
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
以
下
の
よ
う
な
観
点
で

指
摘
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
証
拠
と
な
る
書
類
の
整
備
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

①　

私
用
や
観
光
目
的
の
旅
行
で
は
な
い
か 　

　

②　

カ
ラ
出
張
や
交
通
費
の
架
空
計
上
で
は
な
い
か 　

　

③　

仮
払
出
張
費
の
精
算
は
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
る
か

　

会
社
側
で
、
上
記
の
点
に
つ
い
て
立
証
で
き
な
け
れ
ば
税
務
上
損

金
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
法
人
税
や
消
費
税
の
課
税
の
対
象
と
な
っ

て
し
ま
う
と
と
も
に
、
社
員
側
で
は
給
与
扱
い
と
さ
れ
て
所
得
税
の

対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
、
二
重
三
重
の
税
負
担
を
負
う
危
険
性
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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日 曜日 行　　　事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日 曜日 行　　　事

正副会長会議
総務委員会正副委員長会議
総務委員会
青年部会　役員会
税制委員会
事業研修委員会
女性部会　役員会
常任理事会・理事会

吉祥寺北第二支部　役員会
（建国記念の日）

新設法人説明会
組織委員会
決算法人説明会
健康セミナー

広報委員会正副委員長会議
広報委員会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

（元旦）

青年部会　役員会
新春のつどい

（成人の日）
吉祥寺北第二支部　役員会

三鷹東支部　役員会
租税教室勉強会
三鷹市立第一中学校　職業人の話を聞く会

新設法人説明会
組織委員会
決算法人説明会

社会貢献委員会
広報正副委員長会議
広報委員会

女性部会　新年会

（2014年12月11日現在）
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東京税理士会武蔵野支部 〒180-0006　武蔵野市中町1-23-17
電話  0422（55）2313

2015（平成27）年の干支は

　干支は正確には、十干（じっかん）と十二支（じゅうにし）の組み合わせです。今の日
本では、干支と言うと「ね、うし、とら、う、たつ、み…」と十二支だけをさしていることが
多いのですが、本来の干支は十干と十二支の組み合わせが正しいのです。
今年は十干が乙（きのと）で十二支は未（ひつじ）なので、干支は「乙未」、読みは「き
のとひつじ」か「いつび」となります。

前回の「乙未」の年　1955（昭和30）年はどんな年

●　電気洗濯機・電気冷蔵庫・テレビが「三種の神器」と呼ばれる
●　１円硬貨、50円硬貨が発行された
●　映画『赤穂浪士　天の巻・地の巻』がヒット
●　前田製菓所のランチクラッカー「あたり前田のクラッカー」で人気
●　後楽園遊園地がオープン。日本初の本格的なジェットコースターが登場

え　と 「乙未（きのと ひつじ・いつび）」

MUSASHINO HOUJINKAI
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謹
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新
年

本
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ろ
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く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
七
年　

元
旦

住まいさがしから住まいづくりまで

株式会社　リ ベ ス ト
代表取締役    荒 井  伸 吉
〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町１－15－2

TEL：0422－22－8111　FAX：0422－21－0512
E-mail: arai@libest.co.jp　http://www.libest.co.jp

制御事業でグローバルNo1を目指す！

横河電機株式会社
代表取締役社長    西 島  剛 志

〒180-8750  武蔵野市中町2－9－32
TEL：0422－52－5510　FAX：0422－55－0461

http://www.yokogawa.co.jp/



建築業・不動産賃貸管理

有限会社　ナ  ヒ  ロ
代表取締役    中 野  信 一
〒181-0004  三鷹市新川 6－3－6

TEL：0422－45－6551　FAX：0422－45－6572
E-mail: s.nakano@nahiro.co.jp　http://www.nahiro.co.jp/

総合建設・総合物流企業

竹内運輸工業株式会社
代表取締役社長    竹 内  政 司

〒181-0013 三鷹市下連雀 6－1－1
TEL：0422－44－8264　FAX：0422－44－8771

E-mail: soumubu@takeuchi-uk.co.jp　http://www.takeuchi-uk.co.jp/

心の花束。家族葬もセレモア
武蔵野法人会提携先
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介護付有料老人ホーム

シルバーシティむさしの欅館
園　長    大 森  美千代
〒180-0012  武蔵野市緑町3－3－3

TEL：0422－50－3360　FAX：0422－50－3361
E-mail: momori@t-silver.co.jp　http://www.kaiteki.info

謹
賀
新
年
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印刷・Web・映像・AR・出版

地域と共に邁進して創立119年

学校法人　大 成 学 園
理 事 長    覚 本  雅 治
校　  長    遠 藤  眞 文
〒181-0012  三鷹市上連雀6－7－5

TEL：0422－43－3196（代）　FAX：0422－47－6302
E-mail: taisei-kaku@friend.ocn.ne.jp　http://www.taisei.ed.jp

強い絆と確かな技術力

株式会社　ムラコシ精工
代表取締役社長    村 越  政 雄

〒184-8595  小金井市緑町5－6－35
TEL：042－384－0330　FAX：042－385－3187

http://www.murakoshiseikou.com/

謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
七
年　

元
旦



ほうじん むさしの31
MUSASHINO HOUJINKAI

2015年1月5日 No.418

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町 2－35－10
TEL：0422－22－0749　FAX：0422－22－0294

E-mail: info@gekidan-megumi.co.jp
http://www.gekidan-megumi.co.jp/

愛と感動をお届けします

旭硝子特約店・LIXIL代理店

株式会社　劇 団 め 組
専務取締役　大 澤  智 恵 子 

良質な演劇を吉祥寺から全国へ！

APARTMENTS  RENT

有限会社　ケイ・エステイト

TEL：0422－44－7373　FAX：0422－44－2244
〒180-0005  武蔵野市御殿山 2－10－5

代表取締役　近 藤  忠 男

TEL：0422－26－8101（代） FAX：0422－53－8955
E-mail: iginfo@igarashi-k.co.jp
http://www.igarashi-k.co.jp

信頼される空調・衛生設備会社

株式会社　五十嵐工業所
代表取締役　五十嵐 　 保

〒180-0014  武蔵野市関前 2－15－6

伊 藤  隆 子

心をかたちへ、かたちを未来へ

小野山興産株式会社

TEL：0422－48－7111　FAX：0422－48－7116
E-mail: takeo@onoyama.co.jp
http://www.onoyama.co.jp/

〒180-0003  武蔵野市吉祥寺南町 1－6－2
　　　　　　明治安田生命吉祥寺ビル 6 F

代表取締役　小野山  武 男    　

2171
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E-mail: nokutani@t-silver.co.jp
TEL：0422－36－1620　FAX：0422－36－1621

E-mail: rhayashi@t-silver.co.jp
http://www.kaiteki.info

介護付有料老人ホーム

シルバーシティ武蔵野
園　長　林　  隆 一　

園　長　奥 谷  直 澄　
〒180-0012  武蔵野市緑町 3－3－10

TEL：0422－51－5517　FAX：0422－51－5229
E-mail: info@hirayama-motors.co.jp
http://www.hirayama-motors.co.jp/

お客様の立場で考え行動する。

平山モータース株式会社
代表取締役　木 村  和 史

〒180-0011  武蔵野市八幡町 3－1－1

TEL：0422－52－2211　FAX：0422－53－1090
http://www.musashino-higashi.org

自閉症児と健常児が共に学ぶ学園

弁護士保険　Mikata

学校法人　武蔵野東学園
理 事 長　寺 田  欣 司

〒180-0012  武蔵野市緑町 2－1－10

TEL：0422－52－7172　FAX：0422－52－7172
E-mail: enomotokousan@parkcity.ne.jp

株式会社　榎 本 興 産
代表取締役  榎 本  勝 治

〒180-0014  武蔵野市関前3－4－11

TEL：0422－33－5325　FAX：0422－33－5325
E-mail: figure831@s3.dion.ne.jp

元日本銀行幹部の金融経済講座

株式会社  ＴＹＫ総合企画
代表取締役社長　安 永  隆 則

〒181-0011  三鷹市井口 2－9－47

さ
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〒181-0016  三鷹市深大寺 3－2－2
TEL：0422－32－5299　FAX：0422－32－5289

E-mail: ever@will-ins.com
http://www.will-ins.com

アフラック保険代理店

株式会社　ウ　イ　ル
代表取締役　窪 田  直 隆

!を

E-mail: yoshiko@kenkou-kan.co.jp
http:/www@kenkoukan.jp/

TEL：042－381－1150　FAX：042－384－6622
E-mail: honsya@tukubaya.co.jp
http://www.tukubaya.co.jp

つくば家石材株式会社
代表取締役　信 山  勝 由　
〒184-0013  小金井市前原町 1－13－1

〒184-0011  小金井市東町 4－38－21
TEL：042－384－3611
FAX：042－387－0777

総合建設業・不動産開発分譲事業

株式会社　マ ル シ ン
代表取締役　石 黒  秀 男

夢とロマンの墓所作りは当社へ！

代表取締役社長

経営革新等認定支援機関

TEL：042－386－8530　FAX：042－386－8531

あんしんをサポートします

税理士法人　アルファ会計事務所
代表税理士　横 尾  政 明

〒184-0004  小金井市本町 5－17－20－504

さ

（代）
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有限会社  製品デザイン研究所

代表取締役  倉 田  義 己
〒181－0001 三鷹市井の頭4－19－7

TEL：0422－45－3610
FAX：0422－49－6941

有限会社  開  明  塾

代表取締役  三 澤  建 美
〒180－0001 武蔵野市吉祥寺北町2－5－6
TEL: 0422－21－6686　FAX: 0422－22－1536
E-mail: nqg31230@parkcity.ne.jp

〒184-0003  小金井市緑町 5－4－14
TEL：042－384－3151　FAX：042－384－3148

E-mail: neon@hidakaneon.co.jp
http://www.hidakaneon.co.jp

看板・サインの企画から施工まで

株式会社　日高ネオン
代表取締役　梅 根  憲 生

TEL：042－385－8133　FAX：042－385－9237
E-mail: shimizu@ai-com.co.jp

ソフトウェア開発のベテラン

株式会社　アイコム
代表取締役　清 水　  勉 

〒184-0004  小金井市本町 5－6－22

マシン＆ツールからOA機器まで

株式会社　 新　光

TEL：042－383－3711　FAX：042－383－2911
E-mail: sinco@coral.ocn.ne.jp
http://www.sinco-inc.co.jp/

〒184-0005  小金井市桜町 2－10－19

代表取締役　河 村　　清    

「夢」「感動」をお届けする

株式会社 阪急・阪神ホテルズ
吉祥寺第一ホテル
営業部長  村 川　  光

〒180－0004 武蔵野市吉祥寺本町2－4－14
TEL: 0422－21－4411　FAX: 0422－21－8269

E-mail: info@kichijoji.d-h.jp
E-mail: h-murakawa@hankyu-hanshin-hotels.com

横河電機グループの不動産会社！

横河パイオニックス株式会社
代表取締役社長  篠 田  裕 之
〒180－0006 武蔵野市中町1－16－10 
　　　　　     日本生命武蔵野ビル

TEL：0422－55－1111
FAX：0422－55－4567

事業承継・経営計画策定・経営塾

株式会社  マネジメントブレーン
代表取締役  静 間  俊 和
〒180－0005 武蔵野市御殿山1－1－3
　　　　　　クリスタルパークビル7Ｆ

TEL: 0422－70－2123　FAX: 0422－70－0800
E-mail: info1948@m-b.co.jp

愛されて創業47年

ヤマカ土地株式会社
代表取締役  𠮷 住  淑 子
〒180－0006 武蔵野市中町1－9－5

TEL: 0422－37－5151　FAX: 0422－37－1117
E-mail: yamaka@oak.ocn.ne.jp
http://www.yamaka-t.co.jp
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ビ ル 賃 貸 業

清水商事株式会社
代表取締役   清 水  宏 益

〒180－0003 武蔵野市吉祥寺南町1－7－11
TEL：0422－22－6902
FAX：0422－22－6969

総支配人  細 川  康 夫

〒180－0003 武蔵野市吉祥寺南町1－6－3
TEL：0422－47－0109
FAX：0422－43－1811

株式会社  エスアンドシー

代表取締役社長  野 村  澄 子
〒180－0012 武蔵野市緑町2－3－B4－408

TEL：0422－55－6750
FAX：0422－57－4965

大栄製菓株式会社

〒180－0003 武蔵野市吉祥寺南町1－2－2
TEL：0422－44－5112

株式会社  関東東急イン
吉祥寺東急イン

取締役会長  星 野  栄 美
代表取締役  星 野  高 明

建築物綜合清掃管理

株式会社  アサヒ総業
代表取締役  児 玉  博 明
〒180－0022 武蔵野市境3－6－1

TEL: 0422－55－0311　FAX: 0422－55－3313
E-mail: asahi.k@proof.ocn.ne.jp

株式会社  久保田工業

代表取締役  久保田 光 弘
〒180－0006 武蔵野市中町2－28－8

TEL: 0422－52－9632　FAX: 0422－52－9652
E-mail: kubota.kougyou@parkcity.ne.jp

オフィスビル

宍戸ビル株式会社
代表取締役  宍 戸  美恵子
〒180－0022 武蔵野市境1－15－14

TEL：0422－51－4448
FAX：0422－51－4447

人も地球も健康に

武蔵野ヤクルト販売株式会社
代表取締役  浦田俊一郎
〒180－0011 武蔵野市八幡町3－3－4

TEL: 0422－53－8960（代） FAX: 0422－53－2113
http://www.musashino-yakult.jp

三鷹東支部

安全で快適な住まいづくりの応援団

有限会社  R＆M’カシマ 
取締役  山 本  康 雄　
〒181－0013 三鷹市下連雀2－14－43

TEL：0422－26－6022　FAX：0422－31－1450
E-mail: rm-kashima@kmd-biglobe.ne.jp

http://www.rm-kashima.jp

アフラック募集代理店

株式会社  ライフデザイン
取締役  倉 林  秀 樹
〒181－0005 三鷹市中原2－12－11

TEL: 0422－46－8352
E-mail: kuraag@biscuit.ocn.ne.jp

戸建住宅・リフォームその他建築の設計監理

有限会社  小山設計事務所
代表取締役  小 山  雅 巳
〒181－0001 三鷹市井の頭5－14－17

TEL：0422－46－7951　FAX：0422－46－7952
E-mail: m-koyama@mvd.biglobe.ne.jp
http://www.koyamasekkei.jp/

複合機・ＰＣ関連はお任せ下さい

有限会社  ワイズパートナー
代表取締役  吉 田  政 利
〒181－0013 三鷹市下連雀9－6－30

TEL: 0422－43－2734　FAX: 0422－43－2759
E-mail: mail@ys-partner.com
http://www.ys-partner.com

電話・インターネット・ＯＡ機器販売

株式会社  ジェイ・フューチャー
代表取締役  富 士  　智

〒180－0003 武蔵野市吉祥寺南町1－30－1 7Ｆ
TEL: 0422－48－2560　FAX: 0422－24－8981

E-mail: fuji@j-future.co.jp
http://www.j-future.co.jp

三鷹西支部

リコートップディーラー

城西リコピー株式会社
代表取締役  久保田 ミエ子
〒181－0013 三鷹市下連雀6－1－15
　  TEL：0422－49－8850（代）
FAX：0422－47－2444

身近な存在の設計事務所を目指す

株式会社  オール設計
代表取締役  藤 橋  清 治
〒181－0013 三鷹市下連雀4－16－24

TEL：0422－72－1601
FAX：0422－72－1602
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仕出し料理・弁当・パーティ料理

株式会社  楽　膳
代表取締役  岩 重  十四三
小金井支店 〒184－0004 小金井市本町5－22－1
本　　　店 〒187－0004 小平市天神町1－47－1
TEL: 042－347－0111／0120－37－3787
FAX: 042－347－0112小金井北支部

一般貨物輸送・倉庫管理・保管

筑波運輸建設株式会社
代表取締役  鈴 木　   茂
〒208－0011 武蔵村山市学園1－125

TEL：042－516－1717
FAX：042－516－1721

葬送のかたちをともに考える

小金井祭典株式会社
代表取締役  是 枝  嗣 人
〒184－0004 小金井市本町5－32－19

TEL：042－385－4700
FAX：042－207－7738

小金井南支部

有限会社  栄　企　画

代表取締役  永 生  芳 樹
〒181－0013 三鷹市井口2－2－3
TEL：0422－39－4844
FAX：0422－34－0167

不動産賃貸管理

有限会社  誠  商  事      
代表取締役  鴨 下  　勉
〒184－0012 小金井市中町1－13－14

TEL：042－388－6002
FAX：042－388－6000

株式会社  三　　晃      
さん　　　　こう

あなたの街の葬儀社です

代表取締役  須 藤  光 忠
〒183－0006 府中市緑町2－20－10

〒184－0004 小金井市本町1－6－16－202
TEL: 0120－69－3321　FAX: 042－369－3317

めっきのことご相談下さい。

株式会社  三鷹金属化工所
代表取締役  岡 　 正 典
〒181－0013 三鷹市下連雀7－16－8

TEL: 0422－44－6131  TEL: 0422－49－7207
http://www.mitakakinzoku.com

遺言相続・在留資格のご相談なら

行政書士事務所 はけの道
代　表  千 葉  賢 二

〒184－0013 小金井市前原町4－23－7
TEL: 042－301－0064  TEL: 050－3156－3054

E-mail: info@hakenomichi.com
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 ●教育関連
（学）大成学園 …………………………………… 30
（学）武蔵野東学園 ……………………………… 32

 ●文化・芸術関連
劇団前進座（株）………………………………… 31
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お問い
合わせ先

無料です。好評です。お気軽にどうぞ！

〒180-0006  武蔵野市中町2-11-13　三鷹ビル3F 
TEL.0422-51-1441  FAX.0422-55-5544

会場 武蔵野法人会館
午後１時～午後４時

事前に事務局までご連絡ください。

武蔵野法人会に設けられた相談室。

経営者の悩みに
個人面談で応えます

税務・法律・経営

相談室
法人会ならではのネットワークを活かして開設された、《無料相談室》。既に多くの会員の皆さんにご利用頂いております。

税金 についてのご相談 事務局へご連絡ください。税理士　担当

法律 についてのご相談 毎月第2（火）　小林顧問弁護士　担当

経営 についてのご相談 毎月第4（木）　中小企業診断士　担当

予約制
公益社団法人  武蔵野法人会事務局

C o n s u l t i n g

〒181－0013  三鷹市下連雀３－２６－１２
三鷹三菱ビル６Ｆ

TE L：０４２２－４０－２４６０
FAX：０４２２－４０－２４４０

「サロン業界限定！　無料Excelセミナー開催中」
　サロン業界に特化したシステムを提供するアラ
イド･システムでは、毎月1回、サロンオーナー向け
「無料パソコンセミナー」
を開催中！「Excelで簡
単！売上目標の立て方」
「WordでPOP作成」な
ど。
お問い合わせはお電話
で。

会 員 企 業 の P R会 員 企 業 の P R会 員 企 業 の P R 掲載希望の法人は事務局まで
ご一報下さい。           （無料）

●株式会社　アライド・システム
〒180－0005  武 蔵 野 市 御 殿 山 1 － 5 － 5

沢田ビル１階
TE L：０４２２－４７－３５８８
FAX：０４２２－７０－１５８８

　吉祥寺通り沿いに開店して３年。上海５つ星の
シェラトンホテルで腕を振るったシェフが本場の味
をご提供します。お勧めは滋養に富んだ食材を使う
薬膳料理。美肌やデトックス効果があり、体に活力
を与えます。
上海コース 3,000 円や薬膳
コース 3,800円に、２時間飲
み放題 1,500円をプラスされ
るのがご宴会に人気です。

●薬膳中華料理 上海ガーデン
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